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論文題目は「生体を育む絵画創作の意識と技法の研究」である。第 1 章 連続性、第 2
章 《水の上のドローイング》と動的平衡の生体、第 3 章 「編み型」を使用した展開、第























と 2016 年制作の《ドローイング：アリス》が並べて展示してあった。この 2 年間に毛糸と
綿糸で編んだ作品が《ドローイング：アリス》と進展したことが良く観てとれる。その中
間にある《水の上のドローイング》がターニングポイントであり、《アリスダンス》シリー
ズとして最大の成果を示した。見応えのある作品展示で、論文「生体を育む絵画創作の意
識と技法の研究」の論証ともなっていた。 
  
「編み型」が「描画体」となる道のりは容易ではなかったと、口頭発表でも宮坂は発言
した。論文中の図版にもある「描画体」の特性を示すパフォーマンスの様子の写真からそ
の一端がうかがえるが、真綿にポリビニールアルコール水溶液とカラーインクを含ませた、
何かの臓器、あるいは肉のような物体を手に持ちながら意識を変化させていった。そうで
なければ、「編み型」はカンヴァスに型を転写するスタンプにしかならず、「描画体」とは
ならなかった。「編み型」は絵具を含み、重さを持ち、思うようにはならない。未知の情報
や予想外の反応を受け入れ、自身の行動はもちろん、思い込みや価値観を変化させる態度
は絵画において生体を育むように制作を行う意識と同義になる。制作者自身もまた生体で
あるからこそ相互作用として「描画体」と連動するのである。《ドローイング：アリス》は
「描画体」が生み出したものである。 
 
《アリスダンス》シリーズはさらに、絵画の意識が加わって制作された。一定の規則性
と周期性を持つからこそ、ゆらぎ、変化する。また、色彩によるグループの区分と距離、
混合なども表される。画面のフレームを意識した絵画ならではの展開、消失と再生やフレ
ームを越えた広がりも手に入れ、表現力に富んだ作品となった。本学収蔵の印仏・摺仏を
実見したことも糧となっている。 
 
《うさぎ穴》は黒い下地に白色のテンペラ絵具で制作され、シンプルだが緊張感がある。
技術的にも今後の展開が期待できる作品である。また、結論において、「描画体」が、宮坂
の研究において重要であったことと共に、「描画体」を用いずとも「生体を育む絵画創作の
意識」は達成されるものであることを明言し重要な成果とした。 
 
宮坂の研究は作品と論文が相補的な関係にある。作品制作は考えることであり、論じる
ことによってそのことを確認し、また参考文献や参照作品（マイブリッジの連続写真、カ
ルダーのサーカスなど）を駆使して考察を深めたことで、充実した内容となっている。 
 
以上のように、宮坂はこの論文及び作品において、博士の基準を満たすことを示した。 
 
３ 最終試験結果の要旨 
最終試験は本学芸術資料館において行われた。論文「生体を育む絵画創作の意識と技法
の研究」はあらかじめ審査委員 4 名が精読した。展示作品は《手編みの日本列島（毛糸）》、
《水の上のドローイング》、《ドローイング：アリス》、《はじめのアリスダンス》、《アリス
ダンス スペード、クローバー、ダイヤ、ハート》、《アリスダンス グリフィンとウミガ
メモドキ》、《うさぎ穴》で質、量と共に充分であり、秀逸である。宮坂の博士後期におけ
る研鑽が見事に展覧されていた。口頭発表、口頭試問においては「編み型」から「描画体」
への進展と「描画体」を発明、展開したことが良く伝わり、審査委員の質問においても誠
意をもって答えた。 
 
特に評価すべきは、論文と作品の関係が大変密接であり、共に研究が進んだことである。
 作品創作はけっして文脈や意味を最初から求めて構想しできるものではないだろう。また、
作品の制作過程や解説で論文が成るものであってはならないだろう。論文と作品の関係が
密接であるというのは、苦しいことである。その困難さを宮坂は大量の作品制作での試み
と思考で乗り越えた。最終試験の会場に展示された作品はそのごく一部で、全判の紙に絵
具で試みたドローイング（裏表に描いたもの 100 枚以上）や、真綿にポリビニールアルコ
ール水溶液、カラーインクを含ませた物体に触れ動かすパフォーマンスなどはこの会場に
はないのである。最終成果物として展示された作品はたいへん優れたものだ。それにもま
して、それに至るまでの宮坂の体得というものを審査員は評価したい。 
 
論文は作品創作からの体得をもとに手堅く実際的に構成されており、充分であると判断
する。第 4 章の《アリスダンス》シリーズの制作手順図は論理的であって絵画的展開の面
白さに満ちている。 
 
最終試験において、宮坂は充実した優れた論文を提出し、創作作品の提示は論文の論拠
となり、質、量と共に高く評価するものであり、口頭発表・口頭試問も的確で誠実であっ
た。審査委員全員は、宮坂恵子が博士の学位を与えるに十分な資格をもつと判断する。 
 
